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太子町人口ビジョンの概要

■ 国の長期人口ビジョン
・国の長期ビジョンでは、国民の希望を
実現し、人口減少に歯止めをかけ、平成
72年(2060年)には１億人程度の人
口を確保することとしています。

・そのためには、①人口減少と地域経済
縮小の克服、②まち・ひと・しごとの創
生と好循環の確立を基本的な考え方と
しています。

　太子町の人口動向及び住民意識を踏まえると、地方創生へ取り組むために、次のよう
な課題への対応が求められます。

■ 太子町の人口分析・住民意識調査

■ 人口の変化による影響
　太子町は、現在の状況が続けば、出産子
育て世代の女性の人口の減少により年少
人口・生産年齢人口をはじめ、総人口も減
少が予想されます。
一方、老齢人口は増加傾向をたどりますが、
将来的には減少に転じます。これは少子高
齢化が進行すると同時に町全体が人口減
少サイクルに陥り、町の活力が衰退していく
ことを意味します。

◎昼間人口
・ 昼夜人口比率は0.77を推移し、流出が
流入を上回る

◎新しい人の流れをつくるには
（住民意識調査）
・ 空き家や耕作放棄地対策、まちのＰＲ
によるイメージアップ等

産業
◎商工業
雇用の喪失等による地域経済の
縮小。
生産年齢人口減少による、労働力
不足。

◎農業
高齢化や担い手不足による生産
量の低下。

福祉・教育
◎福祉
介護費用や保険給付などの福祉
関連の扶助費の増大により、町財
政が圧迫。

◎教育
既存教育施設（学校）の統廃合や
校区の見直し。

まちづくり・財政
◎まちづくり
防犯や防災など地域コミュニティ
機能の維持、地域の伝統行事が
困難。

◎財政
住民税の弱体化による税収入の
減少、医療や福祉の扶助費の増
加、行政サービスの低下。

■ 地方創生に向けての課題

◎地区別人口
・ 聖和台地区、太子地区では増加傾向、
その他の地区では減少
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年では高齢化率は24.8%
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太子町のいいところをＰＲし、まちのイメージアップ

定住担当窓口をつくり、移住希望者にきめの細かい対応

定住人口にこだわらず、交流人口（観光等）を増やす

町会・自治会など地域のつながり

公共交通などの移動手段の整備

空き家や耕作放棄地などの利用

無効

太子町に新しい人の流れをつくるには、

太子町ではどのようなことに力を入れるべきとお考えですか

◎自然・社会増減
・平成18年以降自然増減、社会増減とも
にほぼマイナス値
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◎合計特殊出生率の推移
・近年大阪府は増加したが、本町では低
下傾向を示す

・平成22年度では1.24と大阪府を下回る
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◎人口の推移
・平成22年から減少に転ずる
・今後は減少傾向が予測

1,1741,1831,302 1,503 1,820

2,362
2,729

3,270

4,061
4,593

4,833 4,840

5,380

5,992 5,9705,818
6,374

7,384

8,741

9,996
10,802

12,872

14,190 14,483 14,220

14,008

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

S30
(1955)

S35
(1960)

S40
(1965)

S45
(1970)

S50
(1975)

S55
(1980)

S60
(1985)

H2
(1990)

H7
(1995)

H12
(2000)

H17
(2005)

H22
(2010)

H27
(2015)

世帯））
人））

世帯数 人口

◎定住意識（住民意識調査）
・ 約４割が定住意向。
・ 主な転出理由は「交通の便が悪い」、
「医療機関が不十分」等

②子育て世代に対する課題
太子町へは新たな子育て世代の転入が見られます。バランスのよい太子町の人口
構成の実現をめざしていくためには、いかにして、これらの子育て世代に転入の促
進を図るかが課題。

③高齢者に対する課題
人口の多い団塊の世代が高齢化していく中にあって、太子町のまちの活力を維持し
ていくためには、いかにして、この団塊の世代が安全で安心でき、元気が維持できる
暮らしを実現できるかが課題。

●自然増減
合計特殊出生率の緩やかな回復基調をめざすこととします。

●社会増減
交通に関して町内循環バスなど、公共交通の充実、医療機関へのアクセス性の向
上を図るなどの解決を図り、社会増減については、当面、純移動の均衡をめざすこと
とします。

●将来の人口の見通し
取り組みの方向性を踏まえ、平成52年（2040年）の将来人口として13,000人を
目指すこととします。

①若年層に対する課題
太子町では、町内で生まれ育った若い世代が、就職や大学進学等を契機として、他
都市に転出してしまうことが人口減少の一因となっています。このため、いかにして
これら若い世代の転出を食い止めるかが課題。
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■ 将来の人口展望
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（資料：内閣官房 まち・ひと・しごと創生本部事務局）



農空間を守り、商業・交通など生活利便機能
向上を図ります。

太子町の知名度を高め交流人口の向上を
めざします。

豊かなこころ、元気な子供を育てます。

※　　　KPI値とは、目標達成度合を測る指標となるもの。

太子町まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要

■ 施策展開の考え方
　太子町人口ビジョンを踏まえ、太子町の実情に応じた今後５ヵ年の目標や施策の基本的方向、具体的な施策を示すもので、その施策の考
え方は、年齢層の厚みが大きい60歳代後半の第1次ベビーブーム世代（団塊の世代）、40歳代の第2次ベビーブーム世代（団塊ジュニア
世代）、40歳代の子どもの世代（団塊ジュニアの子ども世代）の3つの世代では、まちづくりに対するニーズも異なっていることから、この3世
代をターゲットとして、施策のパッケージ化を行い、中長期にわたって持続可能なまちづくりが実践できる基礎づくりをめざします。

■ 基本的施策の考え方

■ 総合戦略の施策体系

３世代がいきいきと暮らせるまちづくりをめざした施策のパッケージ化
～「産業振興と就労支援」、「出産・子育てと教育」、「健康づくり・生きがいづくり」などの

施策のパッケージ化（施策連動）によるまちづくりの推進～

視点
１

就職や大学進学等を契機とした若
い世代の転出抑制をめざした産業
の振興と雇用の場の創出の実施

視点
2

子育て世代の定住と新たな世帯の
転入促進をめざした出産・子育て
支援、教育施策の実施

視点
3

高齢化する団塊世代の元気維持を
めざした、健康づくり・生きがいづ
くり施策の実施

KPI

① 地域経済を支える産業の振興 ①-1 都市農業の振興を
 図ります

・農地中間管理機構を活用した遊休農地のあっせん
・体験型農業の提供　等

援農隊参加者数、
市民農園の申込者数、
太子町ブランド品の開発数

KPI

①-1 観光・レクリエーションの
 振興を図ります

・観光ガイド、各種イベントへの参加
・観光案内サイン及びパンフレットの整備
・道の駅における観光情報の提供、特産品の販売
・竹内街道灯路祭り、聖燈会　等

イベント（聖灯会、灯路祭り）
による集客者数

KPI

②-1 就労支援の推進を
 図ります

・能力開発事業による求職者のスキルアップ
・就職面接会等の実施、求職情報の提供、就労相談　等

KPI

①-2 商工業の活性化を
 図ります

・「富田林商工会助成等事業による町内商工業の活性化
・太子西条地区地区計画による集客施設の誘導　等

聖徳市出店数、
道の駅販売額

KPI

② 産業の振興と雇用の場の創出

① まちの魅力を活かした交流・観光の推進

①-1 母子保健活動の充実を
 図ります

・子どもや未熟児の医療費の助成
・発達段階に応じた各種健康診査の実施、育児・栄養相談の充実
・安全で安心な出産・育児の推進
・乳幼児の健康管理や育児相談・教育などの実施

4か月・3歳6か月児検診受診率、
乳児家庭訪問実施率、
育児教室実施回数

KPI① 子育て環境の向上

①-3 すべての子どもたちが尊重
 されるまちづくりを推進します

・ひとり親家庭に対する医療費の助成、相談体制、
就労相談の充実
・母子・寡婦への福祉相談指導　等

ひとり親家庭相談件数、
発達障がいなど巡回相談者数

KPI

①-2 子育て家庭の支援を
 進めます

・子育て支援センターの充実
・延長保育、休日保育の継続実施
・放課後児童会の充実　等

子育て支援センター利用者数、
放課後児童会待機児童数

KPI

②-2 学校と家庭、地域と一体となった 
 教育活動を進めます

・学校防犯対策事業 学校安全ボランティア活動
団体数(見守り隊)

KPI

②-1 元気な子どもを育てる
 学校園づくりを進めます

・校舎等の維持管理、時代のニーズに応じた施設整備
・総合学校支援事業によるいじめ、不登校などの問題への対応
・教育の情報化推進、使える英語プロジェクトの推進
・町立幼稚園入園料・保育料の補助、私立幼稚園への
就園奨励、助成

不登校者率、英検合格者率KPI

就労促進事業などの参加者数

太子町人口ピラミッド

基本目標1
産業振興による
活力ある地域創造戦略

基本目標2
太子町の情報発信・
観光振興による
知名度アップと
交流人口の向上

基本目標3
妊娠期から
子育て期までの
切れ目のない支援

主な施策
基本目標

基本方針

② 地域とともに育む学校教育の充実

（資料：平成27年1月住民基本台帳）

団塊の世代を
中心とする年齢層

団塊ジュニア世代を
中心とする年齢層

団塊ジュニアの子ども世代を
中心とする年齢層



主な施策基本目標 基本方針

① 住民の健康づくりの推進

⑥ 地域への愛着心の醸成

⑤ 生涯にわたり学べる環境づくり

② 地域福祉の充実

③ まちの安全性・快適性の向上

④ 自然環境の保全・向上 ④-1 協働により
 自然環境の保全を
 図ります

・自然環境の保全
・唐川ホタルを守る会への支援　等

唐川ホタルを守る会活動参
加者数、ダイヤモンドトレイ
ル参加者数、
山の日山地美化キャンペー
ン参加者数

KPI

③-3 道路交通体系の充実を
 図ります

・都市計画道路太子西条線の整備
・南阪奈道路、国道166号、府道美原太子線の整備
・生活道路の維持補修
・狭隘道路の解消　等

都市計画道路整備率、
町道改良率、
乗合ワゴンの利用者数

KPI

③-1 安心・安全を確保します ・民間建築物の耐震対策の実施
・花のあるまちづくりの会の活動
・防犯灯の設置、防犯カメラの設置　等

耐震補助延べ件数、
犯罪発生数、
交通事故発生数

KPI

③-2 景観の向上を図るとともに 
 上下水道の整備を
 進めます

・叡福寺周辺地区、太子西条地区における地区計画の策定
・水道事業の効率的な運営、経営基盤の強化
・公共下水道の整備、老朽化対策　等

景観計画・地区計画区域数、
下水道普及率

KPI

①-1 健康づくり・
 食育を進めます

・地域の医療機関との特定検診、各種検診の実施、
健康相談・教育等の充実
・健康ウォーキングなどの啓発活動の推進
・健康づくりを軸とした事業の展開
・老人医療費の助成、障がい者医療費の助成
・かかりつけ医・歯科医師の定着
・近隣市町村・広域医療機関との連携
・小児急病診療体制の充実　等

健康に関わる講習会の開催数、
健康マイレージ参加者数、
意識的に運動している人の
割合

KPI

⑥ 個性豊かなコミュニティ
 活動の促進を図ります

・町会・自治会加入促進マニュアルの作成　等 町会・自治会加入率KPI

⑤-1 生涯学習の推進を
 図ります

・公民館活動の実施、図書室の運営
・成人式、文化祭等の実施　等

生涯学習参加者数、
図書室年間利用者数

KPI

⑤-2 スポーツの振興、
 社会教育団体の
 育成を図ります

・社会教育団体育成事業の実施
・たいしスポーツDay、ふれあいTAISHIの実施
・スポーツ推進事業、総合スポーツ大会事業の実施　等

たいしスポーツDay参加者
数、社会教育団体（地域婦
人会、子ども会育成連絡協
議会、青少年指導委員など）
参加者数

KPI

②-1 地域福祉体制の充実を
 図ります

・コミュニティソーシャルワーカーの配置
・地域福祉活動やボランティア活動などの情報提供に
よる福祉意識の高揚、関係機関の連携強化
・保育園による高齢者等に対する和太鼓の披露や
凧あげ参加などの世代間交流の推進
・町立総合福祉センターの活用、地域福祉地図情報シ
ステムの整備　等

地域福祉相談件数、
ソーシャルワーカー数

KPI

②-3 障がい者福祉の強化を
 図ります

・障がい児者に対する保健・医療・福祉等の
専門相談の充実［権利擁護］
・障がいのある人の就労機会、場の拡大、関係機関との連携
・障がい者ふれあいスポーツ大会　等

就労移行支援
（障がい福祉計画）

KPI

②-2 高齢者福祉の充実を
 図ります

・地域包括支援センターにおける
高齢者支援、総合相談の実施、敬老会等の運営
・介護予防、介護予防ケアマネジメント、生活支援、
介護サービス給付の実施
・地域支え合い体制の整備　等

介護予防普及事業の参加者数、
地域介護活動支援事業の参
加者数、
元気ぐんぐんトレーニング活
動支援のグループ数、
乗合ワゴンの利用者数

KPI

住み慣れたまちで健やかに安心して暮らせ
るまちをめざします。

基本目標4
地域への愛着心の醸成と
地域の確かな暮らしを
支える基盤づくり

■ 総合戦略の施策体系


